
Ｊ
Ｓ
タ
イ
の
下
水
道
事
業
支
援

Ｗ
Ｍ
Ａ
総
裁
ら
迎
え
絆
を
深
め
る

水
辺
の
保
全
・
活
用
へ
連
携
促
進

環
境
省
グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
塾
開
催

地
方
共
同
法
人
日
本
下
水
道
事
業
団
（
Ｊ
Ｓ
・
森
岡
泰
裕
理
事
長
）
は
９
月
１２
日
、
東
京
・
文
京
区
湯
島
の
本

社
ビ
ル
で
タ
イ
王
国
下
水
道
公
社
（
Ｗ
Ｍ
Ａ
・
シ
ー
ラ
・
ウ
ォ
ン
ブ
ラ
ー
ナ
総
裁
）
と
協
力
覚
書
交
換
式
を
行
っ

た
。
Ｗ
Ｍ
Ａ
へ
の
協
力
覚
書
は
今
年
２
月
に
電
子
メ
ー
ル
で
締
結
。
し
か
し
対
面
の
交
換
式
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
で
延
期
さ
れ
、
今
回
よ
う
や
く
実
現
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
ウ
ォ
ン
ブ
ラ
ー
ナ
総
裁
ら
が
来
日
に
し

て
両
国
の
絆
を
一
段
と
深
め
、
タ
イ
に
お
け
る
下
水
道
事
業
を
全
面
的
に
支
援
し
て
い
く
。

協
力
覚
書
に
お
け
る
合
意

事
項
は
①
政
策
立
案
、
計

画
、
設
計
、
施

工
、
維
持
管
理

②
法
制
度
・
制

度
的
枠
組
み
の

整
備
③
技
術
・

技
術
評
価
、
技

術
基
準
、
マ
ニ

ュ
ア
ル
④
事
業

実
施
の
た
め
の

人
材
育
成
⑤
事

業
に
関
す
る
市

民
啓
発
の
推
進

⑥
両
国
の
地
方

公
共
団
体
・
民
間
企
業
間
の

技
術
協
力
活
動
の
推
進
と
支

援
⑦
Ｗ
Ｍ
Ａ
・
タ
イ
自
治
体

の
訪
日
サ
ポ
ー
ト
―
―
の
７

項
目
と
な
っ
て
い
る
。
現

在
、
タ
イ
の
小
規
模
下
水
道

整
備
を
促
進
す
る
た
め
、
日

本
の
優
良
な
技
術
を
導
入
し

た
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
事
業
を
提

案
中
だ
。

当
日
の
交
換
式
は
Ｊ
Ｓ
国

際
戦
略
室
の
若
林
淳
司
調
査

役
の
司
会
で
進
め
ら
れ
た
。

冒
頭
、
森
岡
理
事
長
が
あ
い

さ
つ
に
立
ち
「
下
水
道
事
業

に
お
け
る
日
本
と
タ
イ
の
結

び
つ
き
は
長
く
、
４０
年
以
上

前
か
ら
技
術
支
援
の
た
め
に

人
的
交
流
を
行
っ
て
き
た
。

よ
う
や
く
交
換
式
を
開
く
こ

と
が
で
き
、
た
い
へ
ん
う
れ

し
く
思
っ
て
い
る
。
さ
ら
に

両
国
の
絆
を
深
め
、
タ
イ
の

下
水
道
事
業
の
着
実
な
発
展

を
祈
念
し
て
い
る
」
と
熱
い

エ
ー
ル
を
贈
っ
た
。

続
い
て
ウ
ォ
ン
ブ
ラ
ー
ナ

総
裁
が
「
覚
書
締
結
を
機
に

両
国
の
関
係
を
さ
ら
に
強
化

し
、
下
水
道
事
業
の
発
展
に

努
め
て
い
く
。
現
在
タ
イ
で

は
約
７
０
０
０
カ
所
に
及
ぶ

下
水
道
事
業
化
計
画
が
検
討

さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
優
秀

な
技
術
を
活
用
し
、
高
度
な

下
水
処
理
を
実
現
し
た
い
」

と
強
い
意
欲
を
示
し
た
。

こ
の
あ
と
森
岡
理
事
長
と

ウ
ォ
ン
ブ
ラ
ー
ナ
総
裁
が
覚

書
を
交
換
し
、
渡
辺
志
津
男

理
事
が
技
術
確
認
書
を
手
渡

し
た
。
確
認
書
は
民
間
企
業

の
海
外
向
け
技
術
を
Ｊ
Ｓ
が

確
認
し
、
日
本
の
技
術
の
信

頼
性
確
保
や
品
質
向
上
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
今
回
は
三
機
工
業
㈱

（
石
田
博
一
社
長
）
が
開
発

し
、
タ
イ
で
実
証
し
た
Ｄ
Ｈ

Ｓ
（
下
降
流
ス
ポ
ン
ジ
状
担

体
）
に
よ
る
省
エ
ネ
下
水
道

技
術
の
妥
当
性
を
確
認
。
渡

辺
理
事
は
「
タ
イ
の
下
水
道

事
業
に
積
極
的
に
活
用
さ
れ

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
」
と
呼
び
か
け
た
。

ま
た
国
土
交
通
省
の
田
隝

淳
下
水
道
国
際
・
技
術
室
長

が
ウ
ォ
ン
ブ
ラ
ー
ナ
総
裁
へ

カ
バ
ー
レ
タ
ー
（
推
薦
状
）

を
手
渡
し
「
日
本
下
水
道
事

業
団
は
豊
富
な
知
識
・
経
験

を
有
し
、
自
治
体
の
事
業
支

援
や
民
間
企
業
の
海
外
向
け

技
術
認
証
を
行
っ
て
い
る
。

今
回
は
三
機
工
業
の
Ｄ
Ｈ
Ｓ

技
術
を
認
証
し
た
。
タ
イ
の

水
環
境
の
さ
ら
な
る
向
上
を

願
っ
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。

締
め
く
く
り
に
記
念
品
を

相
互
に
贈
呈
し
、
記
念
撮
影

を
行
っ
た
。

環
境
省
は
１０
月
７
日
、
２

０
２
２
年
度
第
１
回
グ
ッ
ド

プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
塾

「
水
辺
の
保
全
・

活
用
に
お
け
る
連

携
の
新
た
な
形
〜

産
・
民
の
視
点
か

ら
」
を
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
す
る
。
健
全
な
水
環

境
・
水
循
環
の
実
現
へ
民
間

企
業
や
自
治
体
、
教
育
・
研

究
機
関
な
ど
の
連
携
を
促
進

す
る
情
報
共
有
・
意
見
交
換

を
繰
り
広
げ
る
。

グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
塾

は
環
境
省
が
平
成
２６
年
に
ス

タ
ー
ト
し
た
ウ
ォ
ー
タ
ー
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て

発
足
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

健
全
な
水
環
境
の
維
持
・
回

復
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推

進
す
る
た
め
、
同
省
が
中
心

と
な
っ
て
関
係
者
の
連
携
・

協
力
の
場
を
つ
く
り
、
民
間

企
業
な
ど
の
主
体
的
・
自
発

的
・
積
極
的
な
活
動
を
後
押

し
し
て
い
る
。
同
塾
は
民
間

企
業
な
ど
が
水
に
関
す
る

個
々
の
グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ

ス
（
優
良
な
取
り
組
み
）
を

共
有
し
、
さ
ら
に
磨
き
を
か

け
よ
う
と
平
成
３１
年
に
始
ま

っ
た
。

当
日
は
長
谷
川
雅
已
経
団

連
自
然
保
護
協
議
会
事
務
局

長
が
同
協
議
会
の
活
動
状
況

や
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の

連
携
に
つ
い
て
報
告
。
ま
た

一
般
社
団
法
人
竹
芝
タ
ウ
ン

デ
ザ
イ
ン
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）

の
岡
崎
恭
子
氏
が
複
合
施
設

ウ
ォ
ー
タ
ー
ズ
竹
芝
に
整
備

し
た
干
潟
の
造
成
・
管
理
な

ど
の
市
民
活
動
の
現
況
、
公

益
財
団
法
人
河
川
財
団
の
横

森
源
治
氏
が
河
川
基
金
助
成

や
河
川
教
育
に
関
す
る
事
例

発
表
を
行
う
。

グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
塾

へ
の
参
加
希
望
者
はhttps:

//us02web.zoom
.us/

webinar/register/W
N

_ZAD636tnQR-PaZ7R
scZoOg

）
か
ら
申
し
込

む
。
氏
名
、
所
属
（
企
業
・

学
校
名
）
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
を
当
日
の
開
始
時
間
（
１３

時
３０
分
）ま
で
に
登
録
す
る
。

問
い
合
わ
せ
は
事
務
局
の

い
で
あ
㈱
（E-m

ail

：eve
nt@watercycle.jp

）へ
。

森岡理事長ウォンブラーナ総裁

グッドプラクティス塾
リーフレット
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